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とうきょうジャーミイ きんようれいはいのホトバ 
2022ねん 12 がつ９にち（ここのか） 

サラート・アル＝ジュムア（きんようれいはい）︓ 
しゅう に いちど の ムスリム の つどい 

しんあい なる ムスリム の みなさま ！ 

きょう と おなじく、 ある きんようび の こと です。 わたしたち の あいする よげんしゃ が、 ヒジュラ と いう こんなん 

な たび を おえて ついに マディーナ に たどり つき ました。 アル＝ラヌーナ と よばれる ばしょ に とうちゃく した  

とき には、 すでに ズフル の じこく でした。 そこで アッラー の しと は、 かれ を かんげい する ため に      

あつまっ た しんこうしゃ に ホトバ を とどけ、 さいしょ の きんよう れいはい を おこない ました。 

ヒジュラ の あいだ に おきた この できごと いらい、 きんようび は しゅう に いちど ムスリム が つどう イード の ひ 

と いう こと に なり ました。 この ひ いらい、 まいしゅう きんようび に なる と、 わたしたち も はかり しれない   

こうふく と かんどう を あじわって います。 めぐる いっしゅうかん の なか で、 きんようび は とくべつ な ひ だから  

です。 それ は あらゆる ぞくせ の しんぱいごと を はなれ、 しゅ （ スブハーナ ワ タアーラー ） の まえ に たつ 

ひ です。 アッラー （ スブハーナ ワ タアーラー ） へ の けんしん と いう きずな を さいど たしかめ、 この ひ の 

いのり が こばまれる こと は ない と しった うえ で アッラー （ スブハーナ ワ タアーラー ） に いのる ひ です。 

しんあい なる しんこうしゃ の みなさま ！ 

きょう の わたしたち に とり、 もっとも じゅうよう な せきにん とは きんよう れいはい を おこなう こと です。 ホトバ 

の ぼうとう で ろうどく した とおり、 ぜんのう の アッラー （ スブハーナ ワ タアーラー ） は つぎ の ように つげて 

おられ ます。 「 しんじる もの たち よ。 しゅうかい の ひ に れいはい の よびごえ を きいた とき は、     

アッラー を おもい おこす こと に いそぎ、 とりひき から はなれ なさい。 その ほう が あなたがた の ため に 

よい、 もし あなたがた が しって さえ いた なら。 」1 

しんあい なる ムスリム の みなさま ！ 

せいとう な しゅうきょうじょう の りゆう なくして きんようれいはい を おこたる こと は、 じゅうだい な つみ に あたり 

ます。 アッラー の しと は、 この こと に ついて つぎ のよう に けいこく して います。 「 かえりみなかった と いう  

りゆう で、 さんど、 きんようれいはい をせず に いた もの には、 アッラー が その こころ に ふう を      

したまう 」 。2 

ですから、 たいよう が のぼる ひ の うち で もっとも よい ひ で ある きんようび の かち と ゆたかな しゅくふく を 

いかす ように しましょう。3 きんようび を、 とも に アッラー を おもい おこし、 れいはい し、 どうほう の きずな を 

ふかめる きかい に しましょう。 こんしゅう の きんようれいはい の ホトバ を 、 わたしたち の あいする よげんしゃ の 

つぎ の ハディース を もって おわり ます。 「 しっかり と ウドゥ を して きんようれいはい に のぞみ、 （ ホトバ 

に ） みみ を かたむける ひと は、 その とき から つぎ の きんよう まで すべて の つみ が ゆるされる     

だろう 」 。4 

 
1 Jumu‘ah, 62/9. 
2 Ibn Majah, Iqamat, 93. 
3 Muslim, Jumu‘ah, 18. 
4 Muslim, Jumu‘ah, 27 


